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１．はじめに 

 
我国の平成21年中の交通事故死者数は4,914人であり，

交通事故負傷者数においても約90万人と年々減少傾向に

ある．しかし，交通事故情勢が厳しいことには変わりな

く，交通事故のない安全な交通社会を築く為に，これま

で事故統計データを用いた分析にもとづき，様々な交通

安全対策が実施されてきた．しかし，事故統計データの

情報では，事故発生時の詳細な情報が含まれておらず，

交通状況がどのように事故発生に影響したのかという事

故発生に至る過程を把握することができないという問題

がある． 

そこで本研究では，ドライブレコーダー(以下ＤＲ)デ

ータを使うことにより，事故統計データでは把握するこ

とのできない事故及びニアミスの事前状況から危険状況

や道路環境条件を把握することを目的とする． 

豊橋市のタクシー会社の全226台それぞれのタクシーに

搭載されているＤＲのデータを用いており，2006年9月12

日～2010年5月7日の約4年間に3773件のＤＲデータを収集

した．図－１は，豊橋市の事故データとＤＲデータの事

故類型を比較したものである．これより両者には，追突

と出合頭で大きな差が見られ，ＤＲでは交差点などで発

生しやすい出合頭によるニアミスが多いことが考えられ

る。 

そこで，本稿では信号交差点における危険性の高い道

路環境条件を抽出するため，コンフリクト指標を用いて

道路環境条件の安全性の評価を行う．このとき，事故や

ニアミスのほとんどが発見遅れや判断ミス等の人的ミス

によって生じているが，それには道路環境条件に影響し

ていると考え，様々な道路環境条件とコンフリクトレベ

ルとのクロス分析を行い，道路環境条件間で安全性にど

のような違いがあるのかを比較し検討する． 
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図－１ ＤＲデータと事故データの類型構成比較 

(ＤＲデータ：n＝3329，事故データ(h17-h19年)：9491) 

 

２．既存のコンフリクト指標 

 

 コンフリクト指標とは，車両間で発生する錯綜度合を

評価する指標であり，衝突までの時間や距離を数値で表

して衝突の危険性を評価するものである．コンフリクト

現象の定義をいかにすべきか決まったルールは未だにな

く，錯綜手法の最大の課題の一つである．コンフリクト

指標として多く用いられている指標として，ＴＴＣとＰ

ＥＴがある． 

ＴＴＣ指標とは，2 台の車両が，速度と方向を維持し

たまま走行し続けた場合に算出され(回避動作をとった

時点から)衝突するであろう点までの時間差である．最

大値は無限大，最小値は0秒(衝突)であり，値が0秒に

近いほど危険度が高いとする．その問題点としては，衝

突点までの到達時間が少しでもずれる場合には，ニアミ

スが起こる危険な状況であっても，値が算出されないこ

とが挙げられる． 

ＰＥＴ指標とは，対象車両が走行していた場所を衝突

予想地点と考えたとき，直進車が実際に通過し終わった

時点の時間差を指標値として定義したものである．ＰＥ

Ｔは，結果としてどれだけ事故に近かったかを表す指標

である．錯綜の初期の状態から危険であったか，運転者

の技量が低いために回避が難しくなったのかの両方を示

している．ＰＥＴは観測が容易である利点があるが，回

後の直進車の加速状況によってこの値は変動する欠点が

ある．本研究では，この既存のコンフリクトから独自の

豊橋市全人身事故

ＤＲデータ



表－１ ＤＲデータ項目 

項目 内容
発生年月日 年月日
発生時刻 時；分

速度 ブレーキを踏んだ瞬間
減加速度(前後加重) トリガー時のＹ軸、Ｘ軸

発生箇所 15項目
ニアミス対象 6項目

タクシーの進行方向
ニアミス対象の進行方向(元)
ニアミス対象の進行方向(先)

事故類型 50項目
先行要因の有無 ニアミス対象以外の先行的な要因の有無

道路形状・環境要因 交差点や単路の形状
中央分離帯・中央線 中央分離帯の有無、中央線の色

タクシー側の車線数
ニアミス対象側の車線数

右折専用レーン 有/無
天候 晴/雨/曇

進行方向

車線数

 

 

コンフリクトを用いて安全性を評価する． 

 

３．本研究の方法 

 

（１）データ抽出方法 

本研究では，実際に事故に至らない急ブレーキの際に

記録され，いわゆるヒヤリ・ハット事象，特に衝撃寸前

で回避を行ったニアミス事象を研究データとして用いる． 

 今回研究対象とするデータは信号交差点での出合頭事

故と右折直進事故(タクシーが直進側)に関するニアミス

の合計235件である．出合頭事故と右折直進事故は，事

故の形態や要因となる環境条件が似ているため，統一し

て分析を行なうものとした．しかし，タクシー側が右折

する場合の右折直進ニアミスについては，ニアミス対象

との距離を測定することが困難であるため，分析対象か

ら外し，タクシー側が直進する場合の右折直進ニアミス

のみを用いるものとした． 

本研究で用いるＤＲでは，図－２のように急ブレー

キ・急ハンドルの前後20秒間の画像データを記録してお

り，20秒間で合計135フレームの画像データがあり(図－

３)，画像のフレームごとに数値データをＣＳＶに保存

できる．そこで，タクシーがニアミス対象に気づいた地

点(急ブレーキを踏んだ瞬間)からニアミス対象と衝突す

るであろう地点との距離を算出する．1フレームが4/27

秒であるため，フレームごとにタクシーが走行した距離

を算出して，画像検索でフレーム数を求めることによっ

て距離を算出している．距離が求まれば，フレーム数と

4/27秒の積でコンフリクトを算出することができる． 

 

（２）分析方法 

タクシーが急ブレーキを踏んだ瞬間の地点をニアミス

対象に気づいた地点とする．その地点から速度を維持し

たまま走行し続けた場合に，衝突するであろう地点と実

際に急ブレーキを踏んだ地点までの時間差を，今回の研

 

図－２ ＤＲ記録方式 

 

 

図－３ ＤＲ解析画像 

 

究で用いるコンフリクト指標とし，信号交差点における

出合頭事故と右折直進事故でタクシーが直進側である場 

合の危険性を表す評価指標とする． 

これまで作成してきたＤＲデータベースの項目を表－

１に示す．これらの道路環境条件から環境条件間でコン

フリクトレベルの構成比にどんな違いがあるのかを比較

し検討する． 

 

４．集計分析 

 

（１）単純集計 

図－４には，信号交差点の種類を示している．一般的

に多く見られる十字路の信号交差点が過半数であり，Ｘ

字路の信号交差点が全体の約2割である． 

 図－５は，コンフリクト指標の値をカテゴライズし，

その構成比を見たものである．地点データの過半数が1

秒～2秒で衝突すると算出された．1秒以内で衝突すると

いう値は，全体の6％である．本研究では，この1秒以内

という値は危険性が高いニアミス(事故に近い)と考える

ため，クロス分析ではこの1秒以内に衝突するという値

に着目しつつ分析を進めていくこととする． 

（２）クロス分析による道路環境条件の危険度評価 

 道路環境条件間のコンフリクトレベルの構成比にどの

ような違いがあるのかを分析するため，様々な道路環境

条件を用いてコンフリクトレベルの構成比によってクロ



ス分析を行なった． 

図－６は，信号交差点別のコンフリクトレベルの構成

比を示したものである．十字路の信号交差点とＸ字路の

信号交差点では１秒～2 秒，2 秒～3 秒は同じ程の割合

であるが，Ｘ字路と方が 1 秒以内の割合が高くなってい

る．Ⅹ字路やＴ字路では，1 秒以内の割合はほぼ等しく

なっているが，1 秒～2 秒では 2 割の差がある．十字路

とＸ字路では，2 秒以上のコンフリクトレベルが 4 割程

度なのに対し，Ｔ字路では 2 割ほどしかないことから，

Ｔ字路の方の危険性が高いと考える．特殊では他の信号

交差点と違い，3 秒以上で衝突するという値が算出され

なかった．特殊では危険性の低いニアミスは起こりにく

いことが考えられる． 

 図－７は，歩道･路側帯の有無別のコンフリクトレベ

ルの構成比を示したものである．歩道有りでは，1秒以

内が1％であるのに対して路側帯有りでは20％も割合が

高くなっており，路側帯有りの方が歩道有りより危険性

があると考えられる．路側帯有りと無しの道路環境条件

の違いでは，同じようなコンフリクトレベルの構成にな

っている．このことから，歩道が有るか無いかがニアミ

スの危険性に大きく関係していることが定量的に示せた． 

図－８は，中央分離帯･中央線の有無別のコンフリク

トレベルの構成比を示したもので，中央分離帯が有る道

路環境条件と中央線が赤線の道路環境条件では，1秒以

内の割合はともに低い割合になっていたが，1秒～2秒で

差がみられた．中央線が赤線と白線では，あまり大きな

差はなかった．中央分離帯も中央線も無い1車線では，

中央線が有る道路環境条件よりも，1秒以内の割合が2割

程度高くなっていた．しかし，1秒～2秒の割合は分離帯

と中央線が有る道路環境条件の方が割合が高いことから，

無しの場合は2秒以上のあまりコンフリクトレベルの高

くない割合も高い構成になっている． 

 図－９は，車線数別のコンフリクトレベルの構成比を

示したもので，片側2車線と片側1車線では，片側1車線

の1秒以内の割合が5％であるのに対し，片側2車線では1

秒以内が0％であった． 1車線では他の車線数と比較し

て1秒以内の割合が最も高くなっていた． 

図－１０は，右折レーン有無別のコンフリクトレベル

の構成比を示したものである．無しのほうが1秒以内と1

秒～2秒の割合が高くなっていた．このことから、コン

フリクトレベルは右折レーンが無い道路環境条件のほう

が高いことがわかる． 

 なお，以上の道路環境要因をダミー変数化し(11個の

ダミー変数)，これらを説明変数とする重回帰分析も行

なったが，適合度は低く決定係数は0.04であり，これら

の道路環境要因のみでは，コンフリクトレベルは十分に

説明できないことがわかった．よって，今後は交通要因

等，その他の要因について検討する必要があると言える。

65% 22% 5% 8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

信号交差点(十字路) 信号交差点(X字路)

信号交差点(T字路) 信号交差点(特殊)

 

図－４ 信号交差点タイプの構成比 ：n＝223 
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図－５ コンフリクトレベルの構成比 ：n＝223 
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図－６ 信号交差点別のコンフリクトレベル構成比 
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図－７ 歩道･路側帯有無別のコンフリクトレベル 

の構成比 
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図－８ 中央分離帯・中央線有無別のコンフリクト 

レベルの構成比 

 

６．おわりに 

 

 今回の分析で，信号交差点のニアミスは信号交差点で

の環境条件だけでなく，交差点に到達する前の道路環境

条件が危険なニアミスに関係していることをコンフリク

トの構成比から示せた．信号交差点タイプ別では，十字

路よりも変形交差点であるＸ字路やＴ字路のほうが1秒

以内に衝突するというコンフリクトレベルの割合が高か

った．歩道･路側帯別では，歩道有りよりも路側帯有り

のほうが1秒以内のコンフリクトレベルの割合が高かっ

た．右折専用レーンについても右折専用レーンが無い道

路環境条件の方が，1秒以内に衝突するという値の割合

が高かった．しかし，重回帰分析では相関が悪いことか

ら，今回の分析対象となった道路環境条件だけでは，コ

ンフリクトレベルの説明は出来ず，今後は，交通条件や

その他の要因について検討する必要があることが分かっ

た。 

今回は，ニアミスが起きたケースのみを抽出したが，ニ

アミスが起きていないケースとの比較に関する分析をし

なくてはならないと考えている．あるいは，地点別でど

れだけのニアミスが起きているのかを算出し，タクシー

の地点通過頻度を考慮したニアミス発生確率の要因分析

をしていきたい。また，信号交差点の大きさや幅員など

細かい距離を分析に取り入れていない為，今後ＳＩＳな

どで測定し，ニアミスの要因となる道路環境条件をより

詳細なものにしていくことも考えている．さらに，信号

交差点のニアミスには，信号の現示切り替えの際に，停

止するかそのまま通過するかの判断ミスで発生している

ニアミスが多い．よって，今後は道路環境条件のより詳

細な道路環境条件に着目するなかで，信号の切り替えに

も視点をおいて研究を進めていきたいと考えている．

21%

5%

0%

0%

43%

64%

52%

25%

18%

27%

37%

50%

14%

3%

4%

25%

4%

2%

6%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１車線

片側１車線

片側２車線

片側３車線

1秒以内 1秒～2秒 2秒～3秒

3秒～4秒 4秒以上

図－９ 車線数別のコンフリクトレベルの構成比 
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